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私から皆さんへのメッセージ
（いずれ社会に出るみなさんへの）

２０１４年１２月１９日

三菱樹脂(株) 小林貞人



江戸時代からの近江商人の小林吟右衛門（こばやしぎんうえもん）の家屋敷を
一般公開した資料館です。

「近江商人郷土館」って知ってる？
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近江商人の
ＤＮＡはひいてます



おっちゃん、
仕事って、なんなん？

④
皆さんも将来、社会に出て、お仕事するようになると思う



社会に出て、働いて、誰かに喜んでもらうってことかな？

働くことで、お客さんから喜んでもらうと、

そのお礼に、お客さんはお金を払ってくれますよね。
そして、そのお金の一部を給料としてもらって、
それで食べるものを買って、、
自分も生きていけるんですよね

仕事とは？

誰かに喜んでもらうってことは、
社会に貢献しているってことでもあるんですよね

社会のお役立ちをしている？



たとえば、、

レストランで働いてるウェイトレスさんは、、
美味しいものを食べたい人に喜んでもらうことだし、、

プロ野球の選手の人は、、
人に感動してもらう喜びを与えることだし、、

画家さんは、、
綺麗な絵をみてらって、感動してもらう喜びを与えることだし

介護士さんは、
身体の不自由な人を助けてあげることだし、、

学校の先生は、
みんなが社会に出た時に必要な知識を教えてくれて
働いてくれる人が欲しい企業や社会から喜んでもらうことだし

そして、私は、、
こんなものが欲しいと言う人の為に、
製品を開発して、造って、お客さんに喜んでもらっています



仕事＝給料（生きる糧）＋社会に役立つ



おっちゃん、
ダイバーシティって、なんなん？

⑤

わかるかな？



ダイバーシティとは？

そんな、みんなの「多様性」を認めて、、

それぞれの人のいいところを出してもらって
それぞれの人が活き活きと活躍できる社会・企業を
めざそうということです。

世の中には、いろんな人が居る



三菱樹脂のダイバーシティ宣言

多様な人が集い、多様な人材が力を発揮でき、一人ひ
とりが能力を発揮していける組織、企業を目指す。

２０１４年



みなさんの場合に置き換えて
考えてみましょ？

ダイバーシティを、、

どう関係してるのん？



若い時って、、
劣等感で悩むんだよねぇー

おっちゃんも、そぉーやったわ！

その前に、、

劣等感について、、



・かけっこの早い子も居るし、遅い子もいる
＞遅い子は劣等感を感じるし

・算数の上手な子も居れば、苦手な子もいる
＞苦手な子は劣等感を感じるし

・背の低い子も居れば、背の高い子も居る
＞背の低い子は劣等感を感じるし

・絵の上手な子も居れば、下手な子も居る
＞下手な子は劣等感を感じる

自分のマイナスな部分ばかりに目を向けると
劣等感ばっかりになってしまうんだよなぁー



でもね、、

誰でも、、

ひとつくらいは、ちょっと 「いいところ」 を持っています。

平均値

私、普通の人より
ちょっと歌がうまいみたい

私、普通の人より、
優しい心を持ってるみたい

自分のいいところに目を向けると、
劣等感なんて、、飛んでいってしまいますよ



社会はダイバーシティの方向に向かっています
（人の多様性を認める方向）

だから、
あなた方も、
そんな方向に向かっていって欲しい

そぉー、
「いいところ」を活かしていくのがダイバーシティでしたよね



まず、自分の、ちょっと「いいところ」を探しましょう

そして、ちょっと「いいところ」が見つかったら、
それを、、伸ばしましょう（少し努力して）

そして、お友達の「いいところ」は、
素直に認めましょう

（多様性を認めるということ）



まずは、、

自分の「いいとこ」探しから、やってみて下さい

いいところって、、何でもいいんだよ

野球が上手、歌が上手、料理が上手、心が優しい、話が上手
ダジャレが得意、お笑いが得意、けん玉が得意、、、なんでもいい

（好きなことでもいいかな？）



いいところ（好きなこと）を伸ばして、
磨いていって、、
それを社会に活かして

素敵な人生を送っていって欲しいなぁー



最後に



今の時代、、
グローバル化が急速に進んでいます

社会や企業では、、
外国へ行ったり、外国人が来たりが、、頻繁です

外国人が入った会議は、平気で英語での会議になってしまいます
（しゃべれないと大変）

英語は、しっかり勉強しておいた方がいいですよぉー
（話せる程度でいいから）



0歳～２０歳 人生の準備期間
２１歳～65歳 人生の充実期

今、、皆さんは、社会にでるまでの「準備期間」でーーす

だから、、お勉強も、しっかりやって、、
準備しておいて下さいね



人生は一生が、
自分磨きの旅


